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次   第 

 

1.  開        会 

2.  支 部 長 挨 拶 

3.  会議成立報告 

4.  議 長 選 出 

5.  議事及び報告 

6.  閉        会 

 

【新型コロナウイルス感染症対策】 

本年 5 月に感染症法上の分類が 2 類から 5 類

に変更されましたが、引き続き各自で感染予防

に努めましょう。 
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2023年度 合同年次大会 報告及び議案事項 

 

報告及び議案事項１   

2022年度事業報告及び収支決算並びに監査報告について  

報告及び議案事項２   

岩手県支部長及びいわて技術フォーラム代表幹事の件  

報告及び議案事項３  

2023年度事業計画及び収支予算について  

 

 

 

以上の議案を提出します。 

 

 

 

2023 年 7 月 1 日 

 
 

公益社団法人日本技術士会東北本部 岩手県支部 

支 部 長    小 野 寺  徳 雄 

 

 

い わ て 技 術 フ ォ ー ラ ム 

代 表 幹 事    佐 藤    悟 
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 報告及び議案事項１  

2022 年度岩手県支部事業報告書 

〔2022 年 4 月 1 日～2023 年 3 月 31 日〕 

 

 2022 年度の活動概要 

2022 年度は、2020、2021 年度に引き続き新型コロナウイルス感染症の影響を受けた 1

年でしたが、感染拡大防止策を講じながら会員の皆様の工夫により活発な支部活動を行

うことができました。 

活動の概要を、以下に報告します。 

1．年次大会 

7 月 2 日（土）に支部会員 35 名の本人出席により開催し、議案事項は事務局提案のと

おり承認されました。大会後には恒例の記念講演を開催しました。 

2．役員会 

感染防止対策を講じたうえで、コロナ禍以前と同様に隔月で計 6回開催しました。 

3．講演会 

コロナ禍以前と同様に、年次大会時のほか、秋季、新春の計 3回開催しました。なお、

秋季と新春講演会では 2021 年度と同様に会員限定ですがオンライン併用開催とした

ほか、事前予約制ではあるものの会員以外の皆さんの聴講も可能としました。 

4．研究会活動 

支部に 11 ある研究会のうち 10の研究会が現場研修やオンラインでの勉強会などを開

催しました。各研究会がそれぞれに工夫しながら、コロナ禍前を上回るほどの積極的

な活動が展開されました。 

5．いわてまるごと科学・情報館 

毎年恒例となっていた岩手県主催の「いわてまるごと科学・情報館」が 3年ぶりに開

催され、支部活動のパネル展示および協賛企業による展示・体験コーナーへの出展を

行いました。 

 

会員の皆様によりますこれらの活動によって、社会・地域へのより一層の貢献など支部

の活動理念を実践できた 1年でした。 
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2022 年度いわて技術フォーラム事業報告書 

〔2022 年 4 月 1 日～2023 年 3 月 31 日〕 

 

 2022 年度の活動概要 

2013 年 7 月の「いわて技術フォーラム」発足から 10 年目となりました令和 4年は、

各研究会の活動、講演会の開催、広報・普及活動など、技術士会岩手県支部との連携の

もと、コロナ感染防止対策を講じた対面及び Web 配信での研修会などハイブリッド方式

を展開し、会員の皆様にご参加いただける新しい環境を整備しました。 

その結果、従来に比べ多くの会員の皆様のご参加が可能となり、充実した活動ができ

たものと思っております。これもひとえに、会員皆様のご理解・ご協力の賜物と感謝し

ております。 

2016 年度からの新たな取り組みであった「いわて技術士交流会」を 1回開催し(第 1～

3 回目はコロナ感染状況を考慮し中止)、技術の研鑽と会員相互のつながりの強化が図ら

れました。 

また、岩手県主催の「いわてまるごと科学・情報館 2022」は、新型コロナウィルス感

染症対策を万全に講じた上で、対面での開催となりました。 

令和 4年 12 月 16 日(金)～17 日(土)、盛岡会場で開催されました「いわてまるごと科

学・情報館」には、技術士会岩手県支部と連携し、会員の企業様のご協力のもと、「3次

元の世界から防災について考えよう」と題しましたパネル展示を実施し、来場者は 400

名で、多数のご参加をいただきました。令和 5年度も同様に、実行委員会として積極的

に参加し、県民の皆様に、技術を通して技術士会の知名度向上を図っていきたいと思い

ます。 

このように、長期化したコロナ禍の下、限られた活動を余儀なくされましたが、Web

配信による環境を整備した研修会を行ったことは、以前にも増してより多くの会員の皆

様からご参加いただき、一定の成果が上げられたものと考えており、会員各位のご理解

とご協力の賜物と深く感謝を申し上げます。 
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Ⅰ. 一般事業 

１. 委員会・研究会活動 

１－１ 委員会活動 

(1) 役員会の開催（役員会）→詳細は P.11｢2.役員会｣にて記述 

岩手県支部の規則に則り年間 6 回の役員会を計画し、感染防止対策を行ったうえ

で、支部活動に関する協議を開催した｡ 

(2) 年次大会の開催（総務委員会） 

岩手県支部及びいわて技術フォーラムの 2021 年度活動、決算報告、2022 年度の活

動、予算計画の報告を行った。（2022 年 7 月 2 日） 

(3) 技術士名簿の発行（総務委員会） 

岩手県支部及びいわて技術フォーラムの技術士名簿を作成し、会員に配布した。

（2022 年 12 月）……今回から冊子印刷を取り止め、会員へのExcelデータでの提供とした。 

(4) 広報活動（広報委員会） 

① 東北本部「ガイアパラダイム」への寄稿を行った。 

第 75 号（2022.07）： 

 寄稿 「学生への実習指導を通じて未来の技術者を育てるための取り組み

と気づき」（武田 洋一 氏） 

 岩手県支部 2021 年度後期活動報告（利部 哲 氏） 

第 76 号（2023.01）： 

 各県支部長年頭の挨拶 「東日本大震災津波の伝承・発信」 

（小野寺 徳雄 氏） 

 岩手県支部 2022 年度前期活動報告（利部 哲 氏） 
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② ホームページ、Eメールを活用した会員への情報提供、一般社会への PR を行った。 
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(5) 講演会開催 （企画委員会）→ 詳細は別紙「事業報告」にて記述 

新型コロナウイルス感染症対策として、人数制限を設けて開催した。 

 2022.7.2 於：エスポワールいわて 参加人数：35 名 (会員限定) 

～シリーズ岩手を知る（第 24 回）～ 

「東日本大震災からの漁港等の復旧・復興及び津波に対する漁業地域のレジリ

エンス向上方策に関する実証的研究とその実践」 

 2022.10.8 於：エスポワールいわて 参加人数：39 名(内WEB配信視聴10名) 

～シリーズ岩手を知る（第 25 回）～ 

「微動アレイ探査による地域の地震ハザードの評価」 

 2023.1.28 於：エスポワールいわて 参加人数：48 名(内WEB配信視聴8名) 

～シリーズ岩手を知る（第 26 回）～ 

「地域と共に創る減災を目指して」 
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(6) いわてまるごと科学・情報館への出展の参加 （企画委員会）→ 詳細は別紙「活動報

告」にて記述 

 2022.12.16～17 於：ビッグルーフ滝沢 全体 400 名 

・協賛団体である㈱タックエンジニアリング様による CVESmap Viewer や 3D

マップと VR による自然体験、UAV 操作シミュレーション等のブース展示 

  ・技術士会岩手県支部 パネル展示・ポスター展示 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(7) 技術部門別の研究活動全般の統括や技術士倫理に関する活動 （技術委員会）→ 詳細

は別紙「活動報告」にて記述 

 現場セミナーの開催など 

(8) いわて技術士交流会 （いわて技術フォーラム）→ 詳細は別紙「活動報告」にて記述 

例年 4 回開催されるが、新型コロナウイルス感染症の状況を考慮し 1 回の開催と

なった。 

業務・研究発表（2名） 

 第 1回 2022.12.21 於：櫻山神社参集殿  

 

パネル展示の様子 ブース出展の様子 
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１－２  研究会活動 

各研究会等において次の事業が行われた。 

研究会名 事業名 実施月日 実施場所 事業内容，テーマ等 参加人数

道 路 現場見学会 2022.9.27 奥州市水沢 水沢東バイパス工事現場見学 13名 

河 川 現地研修会 2022.10.7
西和賀町 
北上市 

(1)国道 107 号大石地区地滑
り対策災害復旧現場 
(2)入畑ダム堆砂対策現場 

30名 

鉄 道 現地研修会 2022.11.17 岩手飯岡駅 

(1)現場事務所内での事業概
要及び工事内容確認 
(2)工事現場内からの工事実
施状況確認 

4名 

都 市 

意見交換会 2022.8.20 Web による 
会員の「まちづくり」に関する
活動状況の報告と次回の内容
のテーマ決め 

6名 

講演会 2022.11.26 Web による 
㈱盛岡地域交流センター 菅
原隆彦氏による「盛岡ﾊﾞｽｾﾝﾀｰ
整備計画」に関する講演会 

17名 

意見交換会 2023.2.25 Web による 
菅原氏の講演内容を受けた意
見交換会と次年度のﾃｰﾏ決め 6名 

施 工 現地見学会 2023.2.17 盛岡市 杜の大橋上部工現場見学会 19名 

農 業 現地研究会 2022.10.27
盛岡市 
八幡平市 
紫波町 

会員の技術研鑽に資する活動
として、「農道橋、ほ場整備と
スマート農業、揚水機整備」を
テーマに現地研修会を開催。 

26名 

森林・水産 現地研修会 2022.10.14
青森県西目屋
村（白神山地
ブナ林） 

(1)車中での話題提供 
(2)世界遺産の径(みち)ブナ
林視察 

15名 

応用理学 野外見学会 2022.10.28

北上市和賀町
岩崎新田、 
山口、横川
目、岩沢地内

テーマ：北上市西部における
新第三紀の地質見学と水沢鉱
山跡を訪ねて 
講師：大石雅之氏 
（理学博士／元岩手県立博物館学芸
部長／岩手県立博物館研究協力員／
東北大学総合学術博物館協力研究員
／三陸ｼﾞｵﾊﾟｰｸ学術ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ） 

24名 

(講師 1
名、現地
案内者 2
名を含む)

鋼構造 

ｺﾝｸﾘｰﾄ 

オンライン
研修 2023.1.28

オンライン研
修 

(1)岩手県の橋梁の現状と課題 
 講師：遊田勝氏 
(2)岩手県の道路ﾒﾝﾃﾅﾝｽへの
取組等について 
 講師：菅原常彦氏 

5名 

建設 ICT 

生産ｼｽﾃﾑ 

BIM/CIM 勉強
会 2022.11.30

盛岡広域振興
局 8F 大会議
室 

(1)建設分野の変革に向けて 
(2) BIM/CIM 勉強会 
①建設分野の課題と建設DX 
②BIM/CIM の概要 
③BIM/CIM 事例紹介 

16名 
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２. 広報及び普及啓発事業 

広く社会に技術士制度の普及啓発を図るとともに、技術士活用の促進，CPD 実施の促進

及び支援のための情報提供など、技術士活動の活性化を図るための、以下の事業を行っ

た。 

(1) 広報 

① ホームページ，Eメールを活用した会員への情報提供，一般社会への PR 

② 会員名簿の作成，配布 

③ 東北支部「ガイアパラダイム」、公益社団法人日本技術士会「技術士」への寄稿 

(2) 普及啓発 

① 会員及び協賛企業及び団体の拡大に向けた活動 

 

３. 技術士の資質の維持・向上のためのＣＰＤ活動 

技術士の資質の維持・向上を目的として、技術講演会ならびに研究会活動など、CPD 活

動を「1. 委員会・研究会活動」に示すとおり開催した。 

４. 社会貢献活動 

(1) 講演会の開催 

下記の講演会において市民へ参加を呼びかけ、新型コロナウイルス感染症対策と

して人数制限を設け、先着順の事前メール申込制とした。 

① 2022.07.02 「東日本大震災からの漁港等の復旧・復興及び津波に対する漁業地

域のレジリエンス向上方策に関する実証的研究とその実践」 

② 2022.10.08 「微動アレイ探査による地域の地震ハザードの評価」 

③ 2023.01.28 「地域と共に創る減災を目指して」 

(2) いわてまるごと科学・情報館への出展（於：ビッグルーフ滝沢） 

① CVESmap Viewer 体験 

② 3D マップと VR による自然体験 

③ UAV 操縦シミュレーション他 

 

その他、岩手県支部としてのパネル展示（ポスター展示）も行った。（支部から 4名

参加) 

５. 東北本部活動への参加 

東北本部との連携によって、本会の円滑な運営を図るために、以下の活動に参加した。 

(1) 役員会への参加(Web&対面) 

(2) 東北本部政策事業委員会への参加(Web&対面) 

(3) 東北本部機関誌「ガイアパラダイム」への寄稿

協賛団体である㈱タックエンジニアリング様に

よるブース出展 
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II. 会議の記録 

１. 合同年次大会 

公益社団法人日本技術士会東北本部岩手県支部・いわて技術フォーラム 

2022 年度合同年次大会 

概  要 ： 報告及び議案事項 1  2021 年度事業報告及び収支決算並びに監査報告について 

報告及び議案事項 2  2022 年度事業計画及び収支予算について 

 

議案事項 1、2 とも承認される。 

 

その他意見等； 

 ①年会費 2万円のうち本部から還付される額についての質問 

 ②地域組織活動費補助など還付金の増額を要望するべきとの意見 
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２. 役員会 

開催日 役員会 主要議題 

2022.05.31 第 1回役員会 
・ 2022 年度第 1回東北本部役員会報告 
・ 合同年次大会の承認について 
・ 各研究会の活動報告、ならびに活動予定 

2022.07.27 第 2回役員会 

・ 2022 年度第 2回東北本部役員会報告 
・ 2022 年度東北本部第 50 回記念年次大会 
・ 秋季講演会について 
・ いわてまるごと科学館について 
・ 名簿作成について 
・ 各研究会の活動報告、ならびに活動予定 

2022.09.28 第 3回役員会 

・ 2022 年度第 3回東北本部総務委員会報告 
・ 秋季講演会及び新春講演会について 
・ 岩手県技術士名簿作成について 
・ いわてまるごと科学・情報館について 
・ 機材の購入およびリースについて 
・ 各研究会の活動報告、活動予定について 

2022.11.29 第 4回役員会 

・ 2022 年度第 3回東北本部役員会報告 
・ 岩手県技術士名簿の作成について 
・ いわてまるごと科学・情報館について 
・ 新春講演会について 
・ 研究会の活動報告、ならびに活動予定 

2023.01.28 第 5回役員会 

・ 2023 年新春講演会 

・ 2022 年度第 4回東北本部役員会報告等 

・ 技術士全国大会及び「地域産学官と技術士合同ｾﾐﾅｰ」の

開催実績及び今後の予定 

・ 機関誌「ガイアパラダイム」 

・ 役員改選について 

・ 2023 年度事業スケジュールについて 

・ 各研究会の活動報告、活動予定について 

2023.03.22 第 6回役員会 

・ 2023 年度支部役員改選について 

・ 事務局「事務手数料」の改定について 

・ 2023 年度合同年次大会に向けた準備について 

・ 各研究会の活動報告、活動予定について 

なお、役員会の議事録については、随時，当会ホームページに掲載しております。  
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III. 会員の動向 

１. 岩手県支部 

2023 年 4 月時点の会員の動向及び構成は以下の通りである。 

【会    員】119 名（実数）：前年度会員数 120 名 

【準 会 員】  9 名（実数）：前年度会員数 9名 

【賛助会員】  8 社：前年度会員数 8社 

下のグラフに示された各部門の人数は複数部門をカウントした数値になっているので実数と整合しない 
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２. いわて技術フォーラム 

2023 年 4 月時点の会員の動向及び構成は以下の通りである。 

【会    員】182 名（実数）：前年度会員数 187 名 

【準 会 員】  9 名（実数） 

下のグラフに示された各部門の人数は複数部門をカウントした数値になっているので実数と整合しない 
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（単位：円）

科　　　目 予算額 決算額 増　減 摘　　要

会 費 402,000 372,000 30,000

会 費 未 収 入 金 30,000 24,000 6,000

総 会 参 加 費 150,000 0 150,000

各 種 事 業 参 加 費 150,000 0 150,000

雑 収 入 14,037 1 14,036

当 期 収 入 計 (A) 746,037 396,001 350,036

前 期 繰 越 収 支 差 額 53,963 53,963 0

収 入 合 計 (B) 800,000 449,964 350,036

（単位：円）

科　　　目 予算額 決算額 増　減 摘　　要

総 会 費 70,000 5,000 65,000 資料コピー代

役 員 会 費 50,000 0 50,000

委 員会・ 研究 会活 動費 300,000 233,595 66,405 活動費、ﾊﾟｿｺﾝ･ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀｰﾘｰｽ代他

広 報 ・ 渉 外 費 230,000 16,500 213,500 新年特集号広告

事 務 費 140,000 91,648 48,352
送料、送金手数料、会費納入送金手数

料、事務手数料

小 計 790,000 346,743 443,257

予 備 費 10,000 5,604 4,396

当 期 支 出 計 (C) 800,000 352,347 447,653

当 期 収 支 差 額 (A) － (C) △ 53,963 43,654 △ 97,617

次期繰越収支差額(B)-(C) 0 97,617 △ 97,617

(2022 年 4月1日 から 2023 年 3月31日まで)

いわて技術フォーラム　2022年度収支決算書

【収入の部】

【支出の部】
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 報告及び議案事項 2  岩手県支部長及びいわて技術フォーラム代表幹事の件 

1. 岩手県支部長について 

 2023 年 4 月 21 日：古山裕康氏が東北本部幹事に当選 

 2023 年 7 月 10 日：東北本部年次大会の場で東北本部長から古山裕康氏に、岩手県支

部長の委嘱状が交付される予定 

2. いわて技術フォーラム代表幹事について 

以下の「いわて技術フォーラム代表幹事選挙告示 R5.5.15」に基づき代表幹事選挙を行う。 
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（2023.07.01 ）

旧（2021～22年度） 新（2023～24年度）

◎　小野寺 徳雄 ◎　古山　裕康

Ｆ　佐藤　　悟 ﾌｫｰﾗﾑ選挙による

総務委員長 ◎　鈴木　浩行 ◎　番澤　悦昭

◎　川野　好宏 ◎　川野　好宏

副支部長 企画委員長 ◎　川野　好宏 ◎　川野　好宏

（副代表幹事） 〃 〃

広報委員長 ◎　利部　　哲 ◎　利部　　哲

〃 〃

技術委員長 ◎　菅原　常彦 ◎　菅原　常彦

〃 〃

道路研究会 ◎　牧野　　仁 ◎　熊谷　利明

〃 〃

河川研究会 ◎　髙橋　正博 ◎　髙橋　正博

〃 〃

鉄道研究会 ◎　澤田　貞悦 ◎　澤田　貞悦

〃 〃

都市研究会 ◎　古山　裕康 ◎　佐藤　充弘

〃 〃

施工研究会 ◎　平井　公康 ◎　平井　公康

〃 〃

農業研究会 ◎　佐藤　俊孝 ◎　佐藤　俊孝

〃 〃

機械電気研究会 ◎　武田　洋一 ◎　武田　洋一

〃 〃

森林水産研究会 ◎　西村　和明 ◎　西村　和明

◎　小原　正明 ◎　小原　正明

応用理学研究会 ◎　菅原　　弘 ◎　菅原　　弘

〃 〃

鋼構造ｺﾝｸﾘｰﾄ研究会 ◎　菅原　常彦 ◎　菅原　常彦

〃 〃

建設ICT生産ｼｽﾃﾑ研究会 ◎　安野　雅満 ◎　村上　　功 オブザーバー

〃 〃

総務副委員長 ◎　菅原　隆彦 ◎　加藤　　修

〃 〃

企画副委員長 ◎　番澤　悦昭 ◎　永田　裕一

〃 〃

広報副委員長 ◎　髙橋　敏晴 ◎　髙橋　敏晴

〃 〃

技術副委員長 ◎　平井　公康 ◎　本間　崇志

〃 〃

◎　加藤　　修 ◎　菅原　隆彦

〃 〃

◎　松原　和則 ◎　松原　和則

〃 〃

会　　計　　幹　　事

代表幹事

氏名の◎は本部会員、Ｆはﾌｫｰﾗﾑ会員

新・旧役員一覧表　　上段：【県支部】　下段：【フォーラム】　　※太字：変更あり

支部長（代表幹事）

研究会代表

副委員長
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公益社団法人日本技術士会東北本部 

岩手県支部 

組織図（2023 年 6 月現在） 
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いわて技術フォーラム 

組織図（2023 年 6 月現在） 
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 報告及び議案事項 3  

2023 年度岩手県支部事業計画書 

〔2023 年 4 月１日～2024 年 3 月 31 日〕 

 

 活動理念 

■自らの資質を向上させるよう、社会の変化と今後の動向を的確にとらえ技術の研鑽に

継続して取り組む。 

■岩手県支部の総合力を向上させるよう、支部活動を通じて会員相互の連携を強化する。 

■社会・地域により一層の貢献ができるよう、公益的な活動や他機関との協働を進める。 

■技術士活動の継続的な発展が図れるよう、あらゆる場で若い技術者の育成を心がける。 

 2023 年度の活動にあたって 

東日本大震災から 12 年が経過し、社会インフラの復興は着実に整ってきました。 し

かし、被災した方々の生活や心の復興は道半ばであり、我々技術士としても、被災され

た方々に寄り添い公益を確保するという課題は続いていると感じています。この節目

の年にこれまで技術士として、この災害に対して果たせたこと、果たせなかったことを

振り返ることが必要であると考えます。 

一方、2019 年 12 月初旬に世界で 1 例目が認められた新型コロナウイルスは、瞬く間

に世界中に流行しパンデミックとなりました。我が国においても翌年 1 月にり患者が

発生し、国内を恐怖に陥れましたが本年 5 月に感染症法上の分類が 5 類となり、社会活

動の転換点を迎えました。この間、私たちは、暮らしや業務に多くの制約を強いられま

したが、様々な工夫や技術で乗り越えてきたところであります。コロナウイルスの脅威

は続いておりますが、東日本大震災同様、一つの節目と捉え技術士の視点でコロナ禍の

3 年 6 ヵ月の社会変化を振り返り、整理することも大切と考えます。 

国が進める DX については、コロナ禍を通しながら飛躍的な改革が起こったといって

も過言ではありません。ビッグデータなどのデータ、AI や IoT を始めとするデジタル

情報技術は暮らしの中に大きく入り込んでおり、今後も、技術分野において大きな変化

をもたらすことが考えられ、これらに敏感に接し我々の技術に活用、創造することが大

切と考えます。 

技術士制度については、一般の方々には、まだまだ馴染みが薄い状況です。このため、

様々な枠組みを超えた活動を行いながら PR に努めてまいります。また、継続教育によ

り研鑽を積むとともに、新たな技術士の育成に励み公益につなげてまいります。 

 今年度は、この方針により社会・地域から頼りにされる技術士会岩手県支部を目指

して参りたいと思いますので、会員の皆様のご理解とご協力をお願い申し上げます。
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2023 年度いわて技術フォーラム事業計画書 
〔2023 年 4 月１日～2024 年 3 月 31 日〕 

 

 2023 年度の活動にあたって 

2023 年度は、新型コロナ感染症も落ち着いており、5月 8 日には、2類から 5類に引

き下げることから、従前のように活発な活動を取り戻すため、さらに Web 配信の環境整

備を強化し、技術士会岩手県支部との連携した取組を基本としつつ、県内技術士の一体

となった活動の場として機能することを意識し、会員の皆様にご参加していただける活

動を展開していきます。 

 

具体的には、「いわて技術士交流会」については、4回／年を基本に開催するほか、岩

手県主催の「いわてまるごと科学・情報館 2023」及び県支部主催の「秋季講演会・新春

講演会」へ技術士会岩手県支部と協働し活動していきます。 

 

これらの活動により、会員の技術力の向上と会員相互の理解・連携の強化を図り、あ

わせて、技術士活動についての普及啓発に努めてまいります。 

 

また、活動を実施する際には、会員各位のご理解とご協力をお願いすることになるか

と存じますが、何卒宜しくお願い申し上げます。 
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I. 一般事業 

１. 委員会活動 

主体 事業計画 概  要 実施予定 

役員会 役員会 
岩手県支部の規則に則り年間 6回を計画
し、支部活動に関する協議を行なう 

隔月 

総務委員会 

2023 年度次大会 2023年度活動報告及び2024年度事業計画 2023.07.01

技術士名簿作成 
岩手県支部及びいわて技術フォーラム会
員技術士の名簿作成 

2023.10 

企画委員会 

いわてｻｲｴﾝｽｼﾝﾎﾟｼﾞ
ｳﾑ 

(いわてまるごと科
学・情報館) 

岩手県政策地域部の主催による、小中学
生を対象とした、広く科学技術について
の教育啓蒙活動への参加。当支部もその
協賛支援団体で参画。 

2023. 11 

2023 秋季講演会 未定 2023.10.14

2024 新春講演会 未定 2024.01.27

広報委員会 

HP運用 会員及び一般向けの情報掲載 随時 

ガイアパラダイム

への寄稿 
岩手県支部活動報告ほかの寄稿 
（2回／年程度） 

東北本部依
頼時 

いわてまるごと科学・

情報館への出展 
未定 2023.11.25

技術委員会  各研究会の活動計画は次頁参照  

いわて技術

フォーラム 

いわて技術士会交
流会 

第 1回 
第 2回 
第 3回 
第 4回 

2023.05 
2023.07 
2023.09 
2023.11 

いわてまるごと科
学・情報館 

県主催「いわてまるごと科学・情報館
2023」 
技術士会岩手県支部と協働で体験型の技
術出展予定 

2023.11.25
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２. 研究会等活動 

研究会名 事業計画 概  要 実施予定 

道 路 現場見学会 
盛岡市 
橋梁老朽化対策現場見学会 

2023.10 

河 川 現場研修会 

岩泉町、久慈市 

・岩泉土木センター：小本川の流木捕捉工、

河川改修、安家川河川改修 

＝平成 28 年 8 月台風第 10 号復旧・復興 

・県北土木部：小屋畑川河川改修(計画)、

沢川内水対策 

＝令和元年 10 月台風第 19 号復旧・復興 

2023.10 

10月 27日

(金)で調整

鉄 道 検討中   

都 市 

意見交換会 

(web による) 
昨年度に引き続き、会員が携わった「まちづ
くり」に関する意見交換を実施 

2023.8 
2024.2 

講演会 「盛岡広域都市計画の歩み」に係る講演会 2023.11 

施 工 現場研修会 
岩泉町 
河川災害復旧泉橋架設工事について 2023.6 

農 業 現地研修会 
会員の技術研鑽に資する活動として、仮）
ほ場整備事業等の現地研修会を開催する。 2023.10 

機械電気 検討中   

森林・水産 検討中   

応用理学 野外見学会 

応用理学に関連する見学会 

（技術士を目指す若手技術者～ベテラン技
術者までを対象に、世代間コミュニケーシ
ョンの活性化を図る場として） 

2023.10月頃

鋼構造及び 
ｺﾝｸﾘｰﾄ 

現場見学会 
橋梁工事現場
■補修・補強現場見学 
■新設橋梁現場見学 

2023.9月～

12月 

建設 ICT 生産
システム 

検討中   
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３. 社会貢献活動 

(1) 講演会などの開催 
感染症対策を徹底したうえでの講演会などの開催においては、市民へ参加を呼び

かけ岩手県の震災復興、地域の活性化に向けた取り組みについて情報発信を行う。 

(2) いわてサイエンスシンポジウム（いわてまるごと科学・情報館）への参加 
感染症対策を徹底したうえで、従来の対面方式を予定している。 

 主催：岩手県（いわてサイエンスシンポジウム 2023 実行委員会） 

 開催目的：将来を担う子供たちに先端科学にふれる機会を提供する県民参加型科

学技術の普及活動 

 日時：2023 年 11 月 25 日（土） 

 場所：アイーナ 

 当支部・フォーラムの参加：体験・展示コーナーへの出典を予定 

４. その他 

岩手県内在住の技術士が参加できる事業を展開し、併せて日本技術士会未加入の技術

士に対する加入促進を図る。 

  



 - 50 -

東北本部 + 岩手県支部 一般会計収支予算書（案） 

（2023 年 4 月 1 日から 2024 年 3 月 31 日まで） 

 

 

 

  

（単位：千円）

Ⅰ 事業活動収支の部

　１ 事業活動収入

    (1)入会金収入 〔 0 〕 〔 0 〕 〔 0 〕 〔 0 〕 〔 0 〕 〔 0 〕 〔 0 〕 〔 0 〕 〔 0 〕

    　①会員入会金収入 0 0 0 0 0

      ②賛助会員入会金収入 0 0 0 0 0

    (2)会費収入 〔 0 〕 〔 0 〕 〔 0 〕 〔 0 〕 〔 0 〕 〔 0 〕 〔 0 〕 〔 0 〕 〔 0 〕

      ①会員会費収入 0 0 0 0 0

      ②準会員会費収入 0 0 0 0 0

      ③賛助員会費収入 0 0 0 0 0

　　(3) 事業収入 〔 0 〕 〔 1,870 〕 〔 △ 1,870 〕 〔 0 〕 〔 180 〕 〔 △ 180 〕 〔 0 〕 〔 0 〕 〔 0 〕

      ①広告料収入 0 940 △ 940 0 0

      ②参加費収入 0 800 △ 800 150 △ 150 0

      ③各種資料等頒布収入 0 130 △ 130 30 △ 30 0

      ④外部依頼管理収入 0 0 0 0 0

      ⑤ＣＰＤ事業収入 0 0 0 0 0

      ⑥APEC審査登録手数料収入 0 0 0 0 0

      ⑦IPEA審査登録手数料収入 0 0 0 0 0

      ⑧技術士全国大会収入 0 0 0 0 0

      ⑨日韓技術士会議収入 0 0 0 0 0

      ⑩受託事業収入 0 0 0 0 0

　  (4) 雑収入 〔 130 〕 〔 3,405 〕 〔 △ 3,275 〕 〔 0 〕 〔 2,220 〕 〔 △ 2,220 〕 〔 130 〕 〔 130 〕 〔 0 〕

   　 ①受取利息収入 0 12 △ 12 0 0

   　 ②有価証券運用収入 0 0 0 0 0

   　 ③雑 収 入 50 123 △ 73 10 △ 10 50 50 0

   　 ④協賛金収入 80 3,270 △ 3,190 2,210 △ 2,210 80 80 0

   　 ⑤寄付金収入 0 0 0 0 0

　  (5) 地域組織活動費収入 〔 7,405 〕 〔 7,338 〕 〔 67 〕 〔 7,405 〕 〔 7,338 〕 〔 67 〕 〔 330 〕 〔 330 〕 〔 0 〕

　  (6) 地域組織活動補助費収入 〔 5,540 〕 〔 5,140 〕 〔 400 〕 〔 4,270 〕 〔 3,870 〕 〔 400 〕 〔 260 〕 〔 260 〕 〔 0 〕

      ①講演会・見学会開催補助費収入 2,140 2,140 0 870 870 0 260 260 0

      ②全国大会補助費収入 0 0 0 0 0

      ③日韓技術士会議補助費収入 0 0 0 0 0

      ④合同セミナー開催補助費収入 400 0 400 400 400 0

      ⑤地域交流促進補助費収入 0 0 0 0 0

      ⑥その他補助費収入 3,000 3,000 0 3,000 3,000 0 0

　　　　事業活動収入計　　(A) 〔 13,075 〕 〔 17,753 〕 〔 △ 4,678 〕 〔 11,675 〕 〔 13,608 〕 〔 △ 1,933 〕 〔 720 〕 〔 720 〕 〔 0 〕

岩手

（2023年度）（2023年度） （2022度） （増減） （増減）（2022年度）
科　　　　　　目 2023年度 2022年度 増　　　減

東北本部
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（単位：千円）

　２ 事業活動支出 2023年度 2022年度

　　(1) 事業費 〔 720 〕 〔 19,570 〕 〔 △ 18,850 〕 〔 0 〕 〔 14,821 〕 〔 △ 14,821 〕 〔 720 〕 〔 720 〕 〔 0 〕

    　①事業促進費 （ 0 ） （ 0 ） （ 0 ） （ 0 ） （ 0 ） （ 0 ） （ 0 ） （ 0 ） （ 0 ）

          対外活動促進費 0 0 0 0 0

          会員拡大促進費 0 0 0 0 0

          基盤情報整備費 0 0 0 0 0

          その他の事業開発費 0 0 0 0 0

      ②報酬調査費 0 0 0 0 0

      ③事業広報費 （ 210 ） （ 4,031 ） （ △ 3,821 ） （ 0 ） （ 2,440 ） （ △ 2,440 ） （ 210 ） （ 210 ） （ 0 ）

　　　　  会誌印刷費 150 2,700 △ 2,550 1,700 △ 1,700 150 150 0

　　　　  会誌編集関連費 0 0 0 0 0

　　　　  会誌郵送費 20 180 △ 160 50 △ 50 20 20 0

　　　　  HPｺﾝﾃﾝﾂ作成費 0 0 0 0 0

　　　  　ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ運用費 40 1,060 △ 1,020 640 △ 640 40 40 0

　　　 　 その他の広報活動費 0 91 △ 91 50 △ 50 0

      ④普及啓発費 （ 0 ） （ 0 ） （ 0 ） （ 0 ） （ 0 ） （ 0 ） （ 0 ） （ 0 ） （ 0 ）

　　　 　技術士全国大会開催費 0 0 0 0 0

　　　 　全国大会補助費 0 0 0 0 0

　　　　 全国大会広報費 0 0 0 0 0

　　　 　合同ｾﾐﾅｰ開催費 0 0 0 0 0

　　　 　地域産業活性化支援費 0 0 0 0 0

　　　 　関係団体会費 0 0 0 0 0

　　  ⑤相互交流費 （ 0 ） （ 300 ） （ △ 300 ） （ 0 ） （ 300 ） （ △ 300 ） （ 0 ） （ 0 ） （ 0 ）

　　　 　企業内技術士活動推進費 0 0 0 0 0

　　　 　地域交流促進費 0 300 △ 300 300 △ 300 0

      ⑥研　鑚　費 （ 260 ） （ 2,930 ） （ △ 2,670 ） （ 0 ） （ 870 ） （ △ 870 ） （ 260 ） （ 260 ） （ 0 ）

　　　 　講演会・見学会開催費 260 2,930 △ 2,670 870 △ 870 260 260 0

　　　 　技術士研修費 0 0 0 0 0

　　　⑦海外交流費 （ 0 ） （ 0 ） （ 0 ） （ 0 ） （ 0 ） （ 0 ） （ 0 ） （ 0 ） （ 0 ）

　　　 　国際交流費 0 0 0 0 0

         海外活動支援費 0 0 0 0 0

　　　 　日韓技術士会議開催費 0 0 0 0 0 0 0

　　  ⑧修習技術者支援費 0 0 0 0 0

　　  ⑨防災支援活動費 0 0 0 0 0

　 　 ⑩科学技術振興支援費 0 0 0 0 0

　    ⑪青年技術士活動支援費 0 0 0 0 0

　    ⑫各種資料等作成費 0 30 △ 30 30 △ 30 0

　　　⑬CPD事業費 0 0 0 0 0

　　　⑭APEC審査登録事務費 0 0 0 0 0

　　　⑮IPEA審査登録事務費 0 0 0 0 0

　　　⑯受託事業費 0 0 0 0 0

　    ⑰業務推進費 （ 250 ） （ 12,279 ） （ △ 12,029 ） （ 0 ） （ 11,181 ） （ △ 11,181 ） （ 250 ） （ 250 ） （ 0 ）

　　　 　役 員 報 酬 0 0 0 0 0

　　　 　給 与 手 当 0 0 0 0 0

　　　 　法定福利費 0 0 0 0 0

　　　 　賃　　　金 0 3,036 △ 3,036 3,000 △ 3,000 0

　　　 　会　議　費 60 534 △ 474 150 △ 150 60 60 0

　　　 　旅費交通費 50 1,430 △ 1,380 1,100 △ 1,100 50 50 0

　　　 　通信運搬費 0 610 △ 610 200 △ 200 0

　　　 　消 耗 品 費 0 200 △ 200 100 △ 100 0

　　　 　印刷製本費 0 210 △ 210 100 △ 100 0

　　　 　各種会合費 0 625 △ 625 200 △ 200 0

　　　 　光熱水料費 0 190 △ 190 180 △ 180 0

　　　 　事務所賃借料 120 1,760 △ 1,640 1,000 △ 1,000 120 120 0

　　　 　賃　借　料 0 200 △ 200 200 △ 200 0

　　 　　会員証作成費 0 0 0 0 0

　　 　　地域組織活動費 0 0 0 2,601 △ 2,601 0

　　 　　地域委員会活動費 0 2,760 △ 2,760 2,050 △ 2,050 0

　　　 　雑費その他 20 724 △ 704 300 △ 300 20 20 0

  　(2) 管理費 〔 0 〕 〔 0 〕 〔 0 〕 〔 0 〕 〔 0 〕 〔 0 〕 〔 0 〕 〔 0 〕 〔 0 〕

　　　　事業活動支出計　　 (B) 〔 720 〕 〔 19,570 〕 〔 △ 18,850 〕 〔 0 〕 〔 14,821 〕 〔 △ 14,821 〕 〔 720 〕 〔 720 〕 〔 0 〕

　　　 事業活動収支差額 (A) - (B) 〔 12,355 〕 〔 △ 1,817 〕 〔 14,172 〕 〔 11,675 〕 〔 △ 1,213 〕 〔 12,888 〕 〔 0 〕 〔 0 〕 〔 0 〕

岩手

（2023年度）（2023年度） （2022度） （増減） （増減）（2022年度）
科　　　　　　目 2023年度 2022年度 増　　　減

東北本部
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（単位：千円）

Ⅱ 投資活動収支の部

　１ 投資活動収入

 　 (1) 特定資産取崩収入 〔 0 〕 〔 0 〕 〔 0 〕 〔 0 〕 〔 0 〕 〔 0 〕 〔 0 〕 〔 0 〕 〔 0 〕

      　退職給与引当預金取崩収入 0 0 0 0 0

      　記念事業積立預金取崩収入 0 0 0 0 0 0 0

　 　　　投資活動収入計    (C) 0 0 0 0 0 0 0 0 0

　２ 投資活動支出 0

　  (1) 特定資産取得支出 〔 0 〕 〔 0 〕 〔 0 〕 〔 0 〕 〔 0 〕 〔 0 〕 〔 0 〕 〔 0 〕 〔 0 〕

　 　   退職給与引当預金支出 0 0 0 0 0

　  (2) 固定資産取得支出 〔 0 〕 〔 0 〕 〔 0 〕 〔 0 〕 〔 0 〕 〔 0 〕 〔 0 〕 〔 0 〕 〔 0 〕

　　  ①什器備品購入支出 0 0 0 0 0

　　  ②長期未払金返済支出 0 0 0 0 0

　 　　 投資活動支出計     (D) 〔 0 〕 〔 0 〕 〔 0 〕 〔 0 〕 〔 0 〕 〔 0 〕 〔 0 〕 〔 0 〕 〔 0 〕

　 　  投資活動収支差額 (C) - (D) 〔 0 〕 〔 0 〕 〔 0 〕 〔 0 〕 〔 0 〕 〔 0 〕 〔 0 〕 〔 0 〕 〔 0 〕

Ⅲ 予備費支出 0 0

　  (1) 予備費支出     　  (E) 〔 0 〕 〔 0 〕 〔 0 〕 〔 〕 〔 〕 〔 0 〕 〔 〕 〔 〕 〔 0 〕

当期収支差額{ (A)+(C) } - { (B)+(D)+(E) } 〔 12,355 〕 〔 △ 1,817 〕 〔 14,172 〕 〔 11,675 〕 〔 △ 1,213 〕 〔 12,888 〕 〔 0 〕 〔 0 〕 〔 0 〕

前期繰越収支差額 〔 18,083 〕 〔 17,025 〕 〔 1,058 〕 〔 7,748 〕 〔 7,072 〕 〔 676 〕 〔 1,005 〕 〔 969 〕 〔 36 〕

次期繰越収支差額 〔 30,438 〕 〔 15,208 〕 〔 15,230 〕 〔 19,423 〕 〔 5,859 〕 〔 13,564 〕 〔 1,005 〕 〔 969 〕 〔 36 〕

岩手

（2023年度）（2023年度） （2022度） （増減） （増減）（2022年度）
科　　　　　　目 2023年度 2022年度 増　　　減

東北本部
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　　　　　　　　　　　　（単位：円）

科　　　目 予算額 前年度予算額 増　減 摘　　要

会 費 378,000 402,000 △ 24,000 会員63名分

会 費 未 収 入 金 18,000 30,000 △ 12,000 R4 3名

総 会 参 加 費 10,000 150,000 △ 140,000

各 種 事 業 参 加 費 5,000 150,000 △ 145,000 技術講演会・新年交歓会等

雑 収 入 1,383 14,037 △ 12,654 受取利息等

当 期 収 入 合 計 412,383 746,037 △ 333,654

前 期 繰 越 収 支 差 額 97,617 53,963 43,654

合　　計 510,000 800,000 △ 290,000

　　　　　　　　　　　　（単位：円）

科　　　目 予算額 前年度予算額 増　減 摘　　要

総 会 費 70,000 70,000 0 会場費、資料コピー代他

役 員 会 費 50,000 50,000 0 会場費、資料コピー代他

委員会・研究会活動費 220,000 300,000 △ 80,000 活動費

広 報 ・ 渉 外 費 60,000 230,000 △ 170,000 広告費

事 務 費 100,000 140,000 △ 40,000 送料、送金手数料、事務手数料他

小　　計 500,000 790,000 △ 290,000

予 備 費 10,000 10,000 0

合　　計 510,000 800,000 △ 290,000

(2023 年 4月 1日 から 2024 年 3月31日まで)

いわて技術フォーラム　2023年度収支予算書

【収入の部】

【支出の部】
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